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【平成２９年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

○ Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

 Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

 Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

 Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見） 
申請時の目標に対して、中間評価時点では概ね順調に取り組まれている。例えば、若手研究者を

JPR の編集に携わらせる、あるいは関連学会とのバーチャル共掲載は評価できる。 
一方、国際情報発信強化の面から見ると JPR 掲載論文の引用度がやや低いことに懸念がある。

補助金額が高額なので学会員に重要論文の投稿を促すと同時に契約出版社と交渉してオープンア

クセス論文を増やす努力が必要である。例えば、高い引用が期待できる企画論文、特集論文のオー

プンアクセス化とともに、「企画・特集」 の立案に編集委員会などによる組織的な対応が望まれ

る。 

また、JPR の広報を出版社任せにすることなく、関連国際学会において独自に取り組むことも

必要である。 

 

 
 


